
令和３年度青森山田高等学校Ａ日程学力検査

数 学

注 意
１ 問題用紙は「始めなさい」という合図があるまで開いてはいけません。

２ 問題用紙は表紙を入れて７ページあり、これとは別に解答用紙が１枚あります。

３ 受検番号は、検査開始後、解答用紙の決められた欄に記入しなさい。

４ 机の上に置けるものは、受検票・鉛筆（シャープペンシルも可）・消しゴム・鉛筆削り・

分度器のついていない定規（三角定規を含む）・コンパスです。

５ 筆記用具の貸し借りはいけません。

６ 問題を読むとき、声を出してはいけません。

７ 印刷がはっきりしなくて読めないときや、筆記用具を落としたときなどは、だまって手を

あげなさい。

８ 「やめなさい」という合図ですぐに書くのをやめ、筆記用具を置きなさい。

答えの書き方
１ 答えは、問題の指示に従って、すべて解答用紙に記入しなさい。

２ 答えはていねいに書きなさい。答えを書き直すときは、きれいに消してから書きなさい。

３ 計算などには、問題用紙の余白を利用しなさい。
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１ 次の（１）～（８）に答えなさい。(43点)

（１） 次の計算をしなさい。

ア ´8 ´ p´5q

イ ´
3

7
˜

15

21

ウ p´22q ´ p´3q3 ˆ
2

9

エ ´
?
3 `

?
27 ´

9
?
3

オ 9x2y4 ˜ p´3xy2q3 ˆ p´2xyq2

（２） x “ 27，y “ 23のとき，4x2 ´ 12xy ` 9y2の値を求めなさい。

（３） xについての一次方程式
3a ´ 7

4
“

2a ´ x

3
の解が´5であるとき，aの値を求めなさい。

（４） 二次方程式 x2 ` 3x ´ 17 “ 37 を解きなさい。

（５） 傾きが
3

2
で，点 (4，7)を通る直線の式を求めなさい。

（６） 大小 2個のさいころを同時に投げるとき，大きいさいころと小さいさいころの出る目の数をそ

れぞれ a ，bとする。このとき，
?
abが整数になる確率を求めなさい。
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（７） 右の図のような円Oがあり，円周上の任意の点A，B，

C，Dがある。線分 ACと線分 BDの交点を Eとすると

き，=AEDの角の大きさを求めなさい。ただし，

=BDC “ 24˝，
"
AB“6cm，

"
BC“3cm，

"
CD“4cmとする。

A

B
C

D

E

O

（８） 右の図は，Oを中心とする円の一部と線分を組み合わ

せた図形である。この図形を，直線 lを軸として 1回転

させてできる回転体の体積を求めなさい。

l

2 cm

6 cm

O
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２ 次の（１），（２）に答えなさい。(17点)

（１） ある植物の種子について，同じ条件のもとで 1回に 10粒ずつ 15回の発芽試験を行ったところ，

下の表のような結果を得た。次のア～ウに答えなさい。

試験 (回目) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

発芽した種子の数 (粒) 7 4 4 6 3 7 8 5 4 6 4 6 3 8 5

ア 右の表は，上の表を度数分布表に整理したものである。
A，B，Cにあてはまる数を求めなさい。

イ 発芽した種子の数の最頻値 (モード) を求めなさい。

ウ この発芽試験で，50％以上の種子が発芽したときの相対度数
を求めなさい。

発芽した

種子の数 (粒)
度数 (回)

8 2

7 2

6 A

5 B

4 C

3 2

計 15

（２） 2つの奇数 x，yがあり，xと yの和は 34で，xより大きく，yより小さい偶数は全部で 6個あ

る。次のア，イに答えなさい。

ア yと xの差を求めなさい。

イ 2つの奇数 x，yを求めなさい。
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３ 右の図ように，線分ABと点Pがあり，線分ABの垂直二等分線

lと=ABPの二等分線mが点 Cで交わっている。直線 ACと直線

PBの交点をEとし，線分AB上にPB//CDとなるように点Dをと

るとき，次の（１），（２）に答えなさい。(12点)

A B

P

C

D

l
m E

（１） △ACD ∽ △BECを次のように証明した。

あ○ ～ う○ にあてはまる辺や角やことばを入れなさい。

[証明]

△ACDと△BECについて，

EB//CD より， あ○ は等しいから

=ACD “ =BEC ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ 1○

仮定より，△ACBはAC “ BCの二等辺三角形だから

=CAB “ い○ ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ 2○

mは=ABPの二等分線だから，

い○ “ =CBP ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ 3○

2○，3○より， =CAD “ =EBC ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ 4○

1○，4○より， う○ から

△ACD ∽ △BEC

（２）=CAB “ 36˝，AC “ 2 cmとするとき，次のア～ウの値を求めなさい。

ア =ACDの大きさ

イ ADの長さ

ウ DBの長さ
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４ 下の図で， 1○は関数 y “
1

9
x2， 2○は関数 y “

a

x
のグラフである。また，四角形ABCDは正方形

で，AB//x軸である。点 Aは 1○と 2○の交点で x座標は 6，点 Cは 2○のグラフ上にある。このとき，

次の（１）～（４）に答えなさい。(16点)

x

y

O

AB

C D

EF

G

（１） 関数 y “
1

9
x2について，xの値が 3から 9まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

（２） aの値を求めなさい。

（３） 点 Cの座標を求めなさい。

（４） 四角形 EFOGが正方形となるように，x座標が正である点 Eを 2○のグラフ上に，点 Fを y軸

上に，点 Gを x軸上にとる。このとき，正方形 EFOGと正方形 ABCDの重なった部分の面積

を求めなさい。

数ー６



５ Aさん，Bさん，Cさんの 3名がある製品を組み立てる。組み立ての作業は， 1○， 2○， 3○の 3つに

分かれていて，番号順に進めて完成させる。それぞれの作業にかかる時間は下の表のとおりである。

次の（１），（２）に答えなさい。 (12点)

作業 Aさん Bさん Cさん
1○ 10分 12分 14分
2○ 15分 12分 12分
3○ 16分 15分 20分

（１） 3人が流れ作業で 1つの製品を組み立てるとき，最も短い時間で作業するためには， 1○， 2○，

3○の担当をそれぞれ誰にすればよいか，答えなさい。

（２） 製品の仕上がりが最も良い状態になるように， 1○をCさん， 2○をBさん， 3○をAさんが作業

することにした。下の図は，この担当で 3人が作業を開始したときのはじめの様子を表したもの

である。次のア～ウに答えなさい。

作業①Cさん

作業②Bさん

作業③Aさん

１個め

0 10

２個め

１個め

20 30(分)

１個め

２個め

３個め

待ち時間

ア 作業を開始してから 3時間経過した時点で，Bさんの作業は何個分終わっているか，求めな

さい。

イ 作業を開始してから 3時間経過したとき，Bさんの作業開始からの待ち時間の合計を求めな

さい。

ウ 12:00に 10個目の製品を完成させるには，Cさんは遅くとも何時何分に作業を開始すればよい

か，時刻を求めなさい。ただし，担当者がそれぞれ 5個分の作業を終えたら，10分間の休憩を設

ける。
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